
市民主導の環境保全 を実現する地域メカニズム

U黎 継 生

1.は じ め に

地方 自治 とは 自律 と自己統治の結合形態である。地域社会の統治がその構成員で

ある市民の参画 と同意に基づいて行われてはじめて市民 自治が成立 している。個々

の市民は自らの時間,エ ネルギー,努 力 を投入 して自律的に地域社会づ くりに参画

しなければ市民 自治 はで きない。す なわち 「市民が 自らを統治 していないな ら,他

人によって統治 されていることになる」(DavidHeld,1996)。 地域社会は行政 によ

る統治ではないため,市 民参画は地方 自治法や都市計画法な どによって制度的に保

証 されている。例えば,1968年 に制定された 「新都市計画法」の中で,都 市計画素

案段 階の公聴会の開催(16条)と 計画案の公告 ・縦覧 と意見書の提 出(17条)の 市

民参加手続が定め られた。 しか し,現 実には効果的な市民参画が定着 されていると

は言えない。それは,自 律的に参画する市民の自覚性,行 政の受 け入れ しくみ,支

援 システムな ど多 くの変数に起因 している。

市民参画は既成の しくみの上で繰 り返 し試みられて きたが,次 第に限界が明 らか

になってきた。一方,NPOの 出現 は市民参画に新 しい しくみの提供を可能 にした。

「特定非営利活動促進法」(NPO法)が1998年 に制定 されてか ら2002年 まで既に7千

以上のNPO法 人が誕生 してお り(国 民生活局,2002),そ の数はさらに増加 してい く

見通 しである(中 村,2001)。NPOが 独 自に活動 を展 開するばか りではな く,政 府

や企業のセクター ともパー トナー シップを組んで互いに協働 を行 っている(環 境省,

2001)。 と くに,日 常生活に密着す る環境問題 につ いては市民が主役でなければ解

決で きない。市民,行 政,企 業 の協働 を通 じて市民主導の環境 問題解決 に環境

NPOへ の期待が集 り,そ れ を支援す るための仕組みづ くりは重要な研究課題 とな

っている。本稿 は,市 民環境保全活動の現状を分析 し,市 民主導の環境保全 を実現

す るために必要 とされる地域メカニズムを検討 し,設 計を試みることを目的とする

ものである。

2.市 民 参 画 の新 しい ス タ イル

市民主導の地域環境保全 は,市 民参画制度を前提 とし,市 民の創造性 と行動力を

高めることに目的がある。それを実現するメカニズムを検討するにあたって,ま ず

これか らの市民参画 はどのような特徴があるか,何 を必要 としているかを整理 して
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み る 。

2.1市 民主導へのモデルチェンジ

市民参画 は,選 挙 を通 じての間接的な参画か ら政策や計画策定に意見 を述べる直

接的な参画 まで,町 内会や公聴会方式の形式的な参画か ら市民提言形成の実質的な

参画 まで,時 代によって地域 によって変化 して きた。 これまでの市民参画のスタイ

ルは様 々であるが,1960年 代の公害反対運動に始 まり現在 まで市民の関わる度合い

が深 くなって きていることは共通である。Kumata(1996)は,戦 後か らの市民参

画を三つの過程にまとめ,1950～1970年 の行政主体か ら,1971～1990年 の行政主導

を通 して,1991～21世 紀の市民主導へ転換することを指摘 した。 また,劉(2000)

は,産 業社会か ら情報社会への発展 にともない,市 民参画 は部局調整型か ら行政指

導型 をへて 自律分散型ヘ シフ トす ることを指摘 した。寄本(2001)は,現 代社会 に

おける市民は,地 域社会の公共管理 を支 え地域問題 を解決する力があることを指摘

した。人見(2001)は,市 民 と行政は協働で地域政策 をつ くる仕組みを提案 した。

これ らの既存研究か ら21世紀の市民参画の特徴 を次の3点 にまとめることがで きる

と考えられる。

1)政 策や計画づ くりの最初の価値体系形成か ら事業実施 までの各段階 を市民 に

公開する。2)市 民 は主体 として地域づ くりの活動 をプロデュースす る創造力 と行

動力 を有する。3)地 域社会づ くりは,行 政が計画 と政策 をつ くって市民がそれに

協力する という行政主導型か ら,市 民が計画 と政策 をつ くって行政 と協働 して 目標

を達成す るとい う市民主導型へ転換する。

こうした21世 紀の市民参画モデル,す なわち市民主導の地域社会づ くりを推進 し

各地域 に定着 させるため に,制 度的,組 織的な仕組みお よび支援体制の整備は重要

な課題 となっている。

2.2NPOに よる市民組 織の再 編成

市 民 は行政 と対等 で協働 す るた めに,ま ず個 人の力 を結集 す る市民組 織 をつ くる

必 要が あ る。 早期 に は町内会 と公聴 会が多 か ったが,1980年 代 ごろか らは住 民協議

会,市 民 会議,ま ちづ くり会議iな ど公募 の市民 も交 えた市民 組織 が見 られ た。 しか

し,こ う した組織 は市 民 の力 を十 分生 かす こ とが で きな か った。吉 田(1990)は,

これ までの公 共的 な課題へ の対 応 は,市 民 参画,市 民 自治 の観点 か ら 「市民 の ため

の」市 政で あ って も 「市 民 に よる市 民 の」 市政 で はない と述 べ,市 民 自主 サー クル

とボ ラ ンテ ィア ・ア ソシエー シ ョンの形成 を提 案 した。 また熊 田(2000)は,NPO

は市民 の力 を結集 す る有 効 な仕 組 みで あ り,市 民主 導の まちづ くりの主役 となる市

民づ くりの学習塾 であ る と述べ た。 山内(2001)は,NPOは 市 民 の 自主的 な市民 活

動 を支援 しよ うとす る もの であ り,従 来の公益 法人 法 と異 なる点 は,そ の 認証 につ

いて,官 主 導か ら民主体 に移 った点 であ る と述べ た。 また,森 田(2000)は,NPO

の行 政 と市 民 の仲 介機 能(イ ンター ミデ ィァ リー)を 通 じて 政 策提 言 を行 う協 働 型

の市民 参画 の仕組 み を提 案 した。
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市民 はNPO法 人 を形成 して行 動 を展 開す る こ とが有効 であ る と考 え られ る。

NPOに なって法的に保証 される市民組織 は次の ような利点があげ られる。1)公

益 を目的 とする具体的な ミッシ ョン(価 値理念)は 市民に参画のイ ンセ ンテ ィブを

与える。2)組 織 を常設す ることによって市民参画の基盤整備や活動経験の蓄積が

で きる。3)助 成や寄付による資金援助 と評価 は,市 民の行動力 を高めることがで

きる。

2.31Tに よ る市 民参画 手段 の効率化

市民参 画 は情 報交 流や相 互 学習 を通 じて合 意形 成 を行 う過 程 であ る。電子 メール

は心理 的 なバ リアが低 い メデ ィアであ り,し か も即 時性 ・双 方 向性 の特 性 を備 える

ため,有 効 な情報 交流 と相互 学習 の ッール として1980年 代 か ら市民参 画へ 導入 した。

また1990年 代 に入 って か らイ ンター ネ ッ トを用 い た市 民参 画支援 システ ムは著 し く

進展 して きた。現在 ほ とん どの 自治体 は,イ ンターネ ッ トを導 入 し,ホ ームペ ー ジ

を用 いて行政情 報 を発信 し,電 子 メー ル を用 いて市民 か らの意 見収集 を行 って いる

(草瀬,2001)。 これ は行 政一 市民 の交 流 であ るの に対 し,市 民 グルー プは 自 らのホ

ー ムペー ジを開 き,市 民 市 民,市 民 行政 の交 流 も活発 に行 ってい る(エ コ ・コ

ミュニケー ションセンター,1999)。

また,イ ン ター ネ ッ トに よる住民 参画 が制 度化 されつつ あ る。 イ ンターネ ッ トを

使 った提 案 や苦情 申立 に対す る 自治体独 自の処 理 ルー ル を作 りは じめて い る。例 え

ば,横 浜市 の イ ンターネ ッ ト広聴処 理要 領 に よる と,原 則 として10日 以 内に 回答 す

る こ ととな って い る(松 下,2002)。 この よ うに,現 代 社 会 にお いて ホ ー ムペ ー ジ

や電子 メール は,市 民 参画 に欠 かす こ との で きない情報提 供 や相互 交流 の ッール と

して定着 され てお り,そ の活用 に よって市 民参画 は ます ます 活発 になって きてい る。

3.市 民主導の環境保全の課題 と対策

21世 紀 は環境の時代 といわれるように,環 境問題は市民の知恵 と行動で取 り組む

べ き問題である。市民主導で地域環境保全事業 を進めるには,市 民の力 をどのよう

な組織で結集 し,市 民組織の活動 をどの ように展開 し,市 民環境計画をどの ように

形成するかなどの課題があ り,対 応方策を検討 しなければな らない。

3.1市 民主導の環境保全の課題

地域社会 はごみ処理,河 川水質,食 安全 などさまざまな環境問題に直面 してお り,

これらを解決す るために現在多 くの市民環境 グループが活躍 している。既存 の市民

環境 グループに法人格 を付 けて,環 境NPOに なればそれぞれのグループの行動力

を高めることは可能であるが,数 多 くの環境NPOの 活動 を調整す るために更なる

中心的 な組織 の設置 が必要 とな る。す なわち,既 存 の市民環境 グループ を環境

NPOに 転換す るだけでは,市 民参画の全体 しくみに質的な変革を もた らす ことが

で きない。環境NPO問 の調整がなければ市民 の力 を分散化 した弱体 となるため,
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複数 の環境NPO間 の調整役 を果たす仕組み も構築 す る必要がある。 また,市 民の

環境保全 目標 を達成す るためには,市 民の力だけでは限界があ り,市 民,行 政,企

業の協力体制を形成 し協働する必要がある。

さらに,環 境NPOは 行動す るには,資 源,援 助,知 識などのリソースを要する。

各環境NPOは それぞれ独 自の リソースを構築 して 自らが管理す るよ りも,連 携 し

て共有の リソースライブラリーが整備すれば,そ れぞれの環境NPOの 行動力 を高

めるとともにシステムとしての全体の効率性 を高めることもできる。

上述の分析 に基づ き,市 民主導の地域環境保全 に直面 している課題 を次の四つ に

まとめることができる。

(1)各 主体に分散 している地域環境 に関す る情報,知 識,学 習機会,各 種 ッールを

すべ て寄せ集め,共 有の地域環境資源を整備す ることである。

(2)地 域環境資源 を活用 して市民の環境問題意識を形成 させ る。環境問題解決に目

覚めた市民たちに自律 的に組織 を形成するノウハウと援助 を提供することである。

(3)複 数の市民組織の多様 な活動 を調整 し,関 係付 けを行い,地 域環境保全 におけ

る戦略的市民行動体系 を構築す ることである。

(4)市 民,行 政,企 業 の三者の協議 を行い,市 民の環境保全 目標 を実現する協働を

形成することである。

3.2地 域 エ コセ ンター構 想

市 民主導 の地域 環境保 全 にお け る四つの課 題 を解 決す るため に,個 別 に メス を入

れ る よ りも総合 的 にア プローチす るこ とが効 率 的で ある と考 え られ る。 その ため に

本稿 は,図1に 示 され る よ うな地域 エ コセ ンター(REC,RegionalEco-Center)を

提案 す る。 地域 エ コセ ンター は,市 民 環境活 動 を は じめ とす る地域社 会 のすべ ての

環境 保全 行 動 に必 要 とされ る資源(環 境情報,専 門知識,実 践経験,ノ ウハ ウ,事 業

助成 など)を マ ネー ジ し供給 す るプ ラ ッ トフ ォームで あ る。
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地域エコセ ンターは,環 境保全 に関わ りのある地域 内のすべての個人 と,行 政や

企業の ような団体の ジョイン トによって成立する公益法人NPOで ある。各 メ ンバ

ーか ら環境情報,専 門知識,資 金援助,支 援 を集め,総 合化 によって構成 された共

有の地域環境資源 を市民環境保全活動ヘ アウ トプッ トする。また,地 域エ コセ ンタ

ーは各市民 グループの中間に立ち,相 互学習,協 議,話 し合いの場を提供 し,環 境

保全活動 を調整す る。 また,こ れ らの役割 を果たすために地域エコセンターに,市

民環境問題意識 の形成,環 境NPOの 形成,市 民環境計画の形成,多 主体問の協働

形成を支援する四つの機能 を設ける。

3.3四 つの機能の必要性 と相互関連

(1)市 民の行動原点 としての環境問題意識

地域環境保全は個々市民の環境保全行動 より構成 される。 また,市 民の環境保全

行動は各 自の環境問題意識 に基づ く。 したがって,市 民に共有の問題意識があって

か ら共有の環境保全行動をあ り得 る。今 まで各団体 はグループ内の環境情報を整備

し,学 習の機会 を設け,環 境保全行動 を進めて きた。そのために環境情報は分散化

され,相 互関係が結び付け られた意味の整体 にはなれず,情 報 を収集 しようとする

市民 にとって不便である。地域エコセ ンターは,共 有の地域環境資源を市民へ提供

することに よって市民参画のインセンテ ィブを高め,環 境学習 と相互交流の場 と機

会 を設けることによって市民環境 問題意識の形成 を促進する。

(2)市 民の行動の場 としての環境NPO

問題意識 を共有す る市民たちは事業 を展開す るために自己 を組織 する必要があ

る。地域エ コセ ンターはノウハウや補助 を用いて支援する。形成 された市民環境グ

ル0プ は地域エ コセ ンターの会員 として登録 し,環 境NPOの 資格 を得 る。環境

NPOは 共有の問題意識 をもち,課 題の発見,方 法の工夫,行 動の実施 を自主的に

行 う問題解 決志向型市民組織である。 また,環 境NPO問 の関係 は競争相手 ではな

く,パ ー トナーシップである。ごみ処理,河 川保全,食 品安全,リ サイクル,環 境

政策な どさまざまなテーマ別環境NPOが 形成 されれば,多 様 な問題意識 をもつ多

くの市民 を環境活動 に吸収 し,環 境問題解決を促進で きる。

(3)市 民の行動体系 としての市民環境計画

環境NPOは それぞれ独 自の政策提言や行動計画 をつ くるが,そ れは市民全体 の

環境計画ではない。市民環境計画は環境保全に関する新 しい理念,目 標,戦 略を記

述 した市民共有の環境 ビジョンである。これは各環境NPOが 計画主体 となって共

通の場 としての地域エ コセ ンターでの公開協議を通 じて形成 されるものである。各

環境NPOは 固有の問題意識や解決方法に基づいて グループ提案 を策定 し,そ れを

もって市民環境計画策定に参加する。市民環境計画づ くりの直接参加者は自分の意

思 を代表するのでな く,所 属の環境NPOを 代表するため,圧 力 を恐れず,提 案や

主張を明確 に表明す る。
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(4)市 民の行動実施 としての環境協働

市民が行政の素案に対 して意見 を提供 し,原 案の決定 と事業の実施 をすべ て行政

に任せ るような行政主導型環境保全行動は,市 民の身近な生活に密着する環境問題

への対応がで きな くなっている。 どこに問題があるか どう対応すべ きかについて,

常に環境 を観察 している市民は行政 よ り詳 しい情報 を把握 している。 しか し,市 民

だけでは人材や資金が不足 で独 自の問題解決には限界があるため,市 民,行 政,企

業の協働 の仕組みで問題解決が望 まれる。形成 された市民環境計画を具体的な事業

実施に移す ことによって市民主導の環境保全が実現 される。 しか し,市 民環境計画

を実施できるか どうかは行政 と企業の対応 にもよる。そのために地域エコセ ンター

は,第 四者 として市民 と行政および企業の三者協議を促進 し,市 民提案 に対する理

解を生成 し,そ れぞれの役割分担 を明確に し,協 働を形成する。
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4.地 域 エ コセ ンターに よる市 民主導 の環境保全 を実現 する メカニズム

4.1環 境問題意識の形成

(1)環 境問題意識の階層的構成

環境問題意識 は人によって多様である。例 えば,「 ごみ を減少 してリサイクルへ」

という命題を目標Aと す る。 目標Aは 必要であるか どうかについての判断は価値的

なものである。同じ価値 をもつ人々より構成 されるグループは価値の共有階層 と呼

ぶ。また,価 値 の共有 階層のなかに目標Aを 実現する方法について同 じ考えをもつ

人がいる。彼 らより構成 されるグループは戦略の共有階層 と呼ぶ。 さらに,戦 略の

共有階層のなかに共通の行動を遂行 しようとする市民 より構成 されるグループは行

動の共有階層 と呼ぶ。これは環境問題意識 を構成する三つの階層である。一般的に

は,価 値の共有か ら行動の共有へ と階層の規模が縮小 してい く(劉,1996)。 これ
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は,価 値 を共有するが,戦 略や行動 を共有で きない ということである。 しか し,市

民環境保全 にとってこの三つの共有階層はともに重要であ り,各 階層から異なる協

力 と行動が得 られる。

(2)共 有の範囲を広げる手法

地域環境保全 に参加する市民が多いほど人材や支援 を確保 しやす くなる。参加す

る市民を増やすための課題 は三つの共有階層の拡大 と,価 値の共有か ら行動の共有

への深化 である。つま り,価 値の共有 〉戦略の共有 〉行動の共有 とい う構造か ら,

価値の共有=戦 略の共有=行 動の共有 という構造へ 目指 してい くことである。その

ため,地 域エ コセ ンターは環境情報や専門知識 を含む環境資源を整備 し,提 供する

ことによって個 々の市民 に参画のイ ンセンテ ィブを高める。 また環境講座,体 験教

室のようなコミュニケーシ ョンの場 と機会を設け,市 民を参加 させることによって

問題意識 を高める。

4.2環 境NPOの 形成

(1)市 民の 自己組織化

行動 を共有する市民たちは目標を達成するために,共 通の ミッシ ョンをもとに市

民環境 グループを形成す る。行動 まで共有で きな くて価値や戦略だけを共有する市

民はこの環境 グル0プ の協力者 となる。 また,組 織づ くりに必要 とされる知識(法

的手続,社 会的責任,ノ ウハウ,成 功 と失敗の経験)と 資金 などは,地 域 エコセ ンタ

0に 支援 を求め る。組織 された市民環境 グループは地域エ コセ ンターの会員 とな り,

環境NPOと して活動で きる。環境NPOは 地域エ コセンターか らの支援 を受けると

ともに調整 も受け入れる。環境NPOは 先駆け的 な活動 を行 い,実 践で得 た経験 と

情報 をエ コセ ンターヘ フィー ドバ ックす る。環境NPOの 構成員の役割分担,組 織

運営のルールなどについては 自ら設定 し管理する。また組織 を構成する個 々の市民

は行動主体であるため,そ の創造性を損 なわないよう階層的な組織ではな く,フ ラ

ッ トな組織 にす る。

(2)行 動計画による組織 の調和

環境NPOは 形成 されてか らどのように行動 してい くかについて行動計画 を組み

立てる必要がある。そのために市民たちはチームワークのなかで情報やアイデァを

出し合って相互学習 を通 じ,行 動の 目標,戦 略,事 業についての選択や整合化 を行

い,市 民 グループ内の調和 を形成する。また,実 際の議論や活動を通 じて,各 自の

問題意識 をさらに深め,創 造力 と問題解決力 を高め,よ り高い 目標 にチ ャレンジす

ることが可能 となる。

4.3市 民環境計画の形成

(1)計 画策定における役割分担

市民主導の環境保全 を実現す るために市民共有 の環境計画 を策定す る必要があ
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る。各環境NPOは 市民 グループを代 表す る策定主体である。地域エ コセ ンターは

相互交流,協 議,学 習の場 と機会 を設け,各 環境NPOを 横 につな ぎ,意 見調整や

コーデ ィネー トの役割 を果たす。行政は計画策定の知識,経 験,必 要な情報やデー

タをエコセ ンターに提供 して市民環境計画の形成 を積極的に支援す る。企業は事業

活動全体にわたるエネルギーと物質の排出や移動の状況,有 害物質の処理程度,新

しい環境技術 を公表 し,環 境調査に必要な機器を提供 し,計 画策定 を支援する。他

の団体 は意見,知 識 と経験 を提供する。

(2)市 民の知恵の合成

市民環境計画を形成す るには三つの過程が必要であると考え られる。まず,各 環

境NPOは,オ リジナル情報を出 し合 い,相 互交流 と学習 を通 じて異質 な発想 を受

け入れ自らの発想 を活発 にす る。 また,グ ループ内の議論 と作業 を通 じて独 自の代

替案 を策定する。次に,創 造性 と戦略性の視点で各環境NPOの 代替案か らユニー

クな政策提言 をピックア ップし,それぞれに時系列的な順序 と空間的な位置を与 え,

総合 的なス トー リを組み立てるような意味付 けを行 う。 これによって市民環境計画

の素案が形成 され る。第三に,計 画素案の内容 を目標,戦 略,行 動などのカテゴリ

ーに分けて合意形成 を行 う。多 くの市民が参画する協議を,目 標の調和か ら,戦 略

の合成 をへて,行 動の統合へ とい うプロセスで進め る。このようなプロセスで形成

された市民環境計画が広 く共有 されることができる(劉,1996)。

4.4多 主体間の協働の形成

(1)各 主体 の役割分担

市民環境計画は自治体環境基本計画や企業 の環境保全計画によって実現 される。

市民環境計画が環境基本計画の素案になるのが望 まれるが,環 境基本計画の策定主

体は行政であるためそれ を保証することがで きない。 しか し,少 な くとも市民環境

計画を参考に して環境基本計画 を策定すべ きである。市民環境計画は,自 治体環境

基本計画お よび企業の環境保全計画に取 り込む内容が多いほ ど実現性が高 くなる。

そのために,地 域エ コセ ンターは,場 と機会を提供 し,市 民,行 政,企 業の三者間

の交流 と協議 を促進する。地域エコセ ンターは積極的に行政や企業 に働 きかけ,行

政 と企業 は市民環境計画 を尊重 し排斥せず に受け入れ,環 境基本計画や企業環境計

画に取 り組む。また,地 域エ コセ ンターは,三 者が協力 して実施できる事業 とそれ

ぞれの役割分担 を提案 し,地 域協力体制を結び,市 民主導の環境協働 を実現 させ る。

(2)共 通の理解の生成

市民,行 政,企 業 は行動原理の異なる主体であるため,協 働 を実現す るには三者

の共通理解の形成が欠かせ ない。そのために三つの過程が必要 となる。 まず,市 民

の環境保全 目標,戦 略 と行動を行政 と企業 に強 く印象付 けるために,市 民は自分の

環境計画 を創造性 と戦略性がはっきり示せ るような計画書 を編成 し提供する。次 に,

コミュニケー ションや相互学習 を通 じて行政 と企業 は市民計画 をシ ミュ レー トし,
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市民計画の中で残 された課題,汲 み取れなかった課題,対 応不十分な課題を見出し,

市民環境計画を評価する。第三に,市 民提案への評価によって理解で きる部分 と理

解で きない部分が得 られる。理解で きる部分 に基づいて三者の協力行動 を組み立て

ることが可能 とな り,環 境協働 を実現する。

4.51Tに よる環 境 コ ミュニ ケー シ ョン支援

地域 プ ラ ッ トフ ォーム と して の地域 エ コセ ン ターの役 割 を発 揮 させ るため に,イ

ンター ネ ッ ト上 のe一 エ コセ ンター を構 築す る必 要が あ る と考 え られ る。e一 エ コ

セ ンター は,イ ベ ン ト案 内,各 種 環境 情報,各 環境NPOの 行 動計 画 と事 業,過 去

の市 民 活動 や 環境NPO行 動 の事 例,デ0タ ベ ー ス をイ ン ター ネ ッ トに よって提供

す る。環 境NPOが 何 を 目指 して い るのか,現 在 どの よ うな行動 を行 っ てい るのか,

な どの アクテ ィブ な情 報が交流 され る。eエ コセ ンター は,地 域 エ コセ ンター に

よって維 持 管理 され,現 代IT技 術 を活 用 した地域 環境 保 全 活 動 を支援 す るため の

情報基 盤 であ る。e一 エ コセ ンター は,市 民 は リモー トであ らゆ る環境 情 報 をいつ

で も ・どこで も ・だ れで もア クセスす る こ とを可 能 に し,質 問回答 や相互 交流 を支

援 す る

5.ま とめ と今 後 の課 題

地域社会の主体 は市民である。地域社会づ くりは市民主導で行 われるのは地方 自

治の原点である。特 に,市 民の 日常生活に密着する地域環境 問題については市民主

導の協働 なしには解決がで きない。 しか し,市 民主導の環境 問題解決 を実現するに

は四つの課題があると考 えられる。第1は,市 民の環境 問題意識 を形成す ることで

ある。第2は,問 題意識 をもつ市民 たちを環境NPOで 組織することであ る。第3

は,環 境NPOの 活動 を調整 し,共 有の市民環境計画 をつ くることである。第4は,

市民環境計画を行政や企業の環境計画に取 り入れ,協 働 で実現 させることである。

こうした課題を総合的に解決す る一つの提案 として,本 稿 は地域エ コセンターを

設計 してみた。地域エ コセ ンターは,市 民環境活動 をはじめ とする地域社会のすべ

ての環境保全行動 に要される資源(環 境情報,専 門知識,実 践経験,ノ ウハウ)を マ

ネー ジし供給する地域プラッ トフォームであ り,次に示す ような四つの機能がある。

1)環 境問題意識形成の 目的は,情 報提供や相互学習を通 じて,価 値の共有か ら戦

略の共有をへ て行動の共有へ と,市 民の環境問題意識を広 げることを支援する。2)

環境NPO形 成の 目的 は,行 動 を共有す る市民たちに具体的 な環境活動や事業 を実

施 させるために自己組織化することを支援す る。3)市 民環境計画形成の 目的は,

各環境NPOの 提案 か ら創造性 のある提言 をピックア ップ し,意 味 を付与す る過程

を通 じて共有の計画案 に組み立てることを支援する。4)多 主体間の協議i形成の 目

的は,市 民,行 政,企 業の三者間の交流 と学習を行い,共 通の理解 を生成 し,市 民

環境計画を実現するための協働形成を支援す る。

本稿 は市民主導 の環境保全 を実現す るために,環 境NPOを 形成 し支援す る地域
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メカニズムに関する研究 を喚起する一試論にす ぎない。地域エコセ ンターの ような

プラッ トフォームの運営方法,環 境NPOの 行動力 と質の向上,市 民の知恵 による

創造性 と戦略性 に富む市民環境計画の策定 と実現 は,今 後の課題 として取 り組む必

要があると考 えられ る。
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TheLocalMechanismtoRealizeCitizenLeadingEnvironmentalConservation

JishengLiu

Intheenvironmentalagethemodelofcitizenparticipationwillbechangedfrom

governmentleadershiptocitizens'leadership.Thecitizens'leadershipwillberealized

byactivitiesofmanyenvironmentalNPOsasefficientcitizenenvironmentalgroups.But

incubationsandactivitiesoftheseenvironmentalNPOsneedsupportsfromlocalsociety.

Thispaperistodesignthe"RegionalEco-Center"asalocalplatformtoincubateand

supportenvironmentalNPOs.TheRECalsoisasuperNPOs,itcollectsallthe

information,knowledgetechnologyandtoolfromeveryactorandproducesasynthetic

environmentalpublicresourceforlocalsociety.TheRECisdesignedbythefollow

functions.1)TheRECformstheawarenessofenvironmentalproblemssharedby

citizenswiththeenvironmentalresource.Theawarenessincludesvalueclass,strategy

classandactionclass.2)TheRECsupportscitizenstoestablishtheirenvironmental

NPOsforenvironmentalactions.3)TheRECcoordinatesmanyenvironmentalNPOsto

createthecitizens'environmentplan.4)TheRECpromotescommonenvironmental

workssharedbycitizen,localgovernmentandenterprises.
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